
　内閣府の「南海トラフ沿いの大規模地震の予測可能性に関する調査部会」の座長も務められた
名古屋大学・山岡耕春教授による、みなさんが取り組むべき観光地としての防災対策や活動につ
いてのお話です。

名古屋大学大学院
環境学研究科附属地震火山研究センター 

センター長・教授　山 岡  耕 春 氏
1958 年静岡県生まれ。岐阜県立大垣東高等学校、名古屋大学理
学部を経て、1986 年に名古屋大学大学院理学研究科博士課程（地
球科学専攻）修了。その後、東京大学地震研究所助手（伊豆大島
火山観測所）などを経て、現在、名古屋大学大学院環境学研究科
教授（地震火山研究センター）。また、地震予知連絡会、火山噴火
予知連絡会の委員などを務めている。

著書：　『Q&A 日本は沈む？ー地震・火山と防災ー』（理工図書、2004 年） 
            『地震・津波と火山の事典』（丸善、2008 年） 
　　　   『地震予知の科学』（東京大学出版会、2007 年）

講師プロフィール

【問合せ先】　総務課防災危機管理室　  25１１１８　 bosai@city.toba.mie.jp
主催：　鳥羽市　　共催：　鳥羽市観光協会
後援：　鳥羽商工会議所　鳥羽市温泉振興会　鳥羽旅館組合連絡協議会

入場無料
事前申込不要

観光地における防災
～観光客を地震津波から守る～

と　き： ８月１９日（月）　午後 2 時～（2 時間程度）
ところ： 鳥羽商工会議所 3 階かもめホール

地 震 防 災 講 演 会
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